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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

※
問
題
文
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。 

  
 

日
本
人
の
多
く
は
健
康
に
悪
い
「
寒
冷
な
家
」
に
住
ん
で
い
る
―
―
。
年
初
の
連
載
「
適
温
で
暮
ら
し
た
い 

気
候
危
機
と
住
ま
い
」
の
取
材
の 

（
ア
）
契
機
は
、
昨
年
６
月
の
日
本
老
年
医
学
会
の
学
術
集
会
だ
っ
た
。 

 

発
表
し
て
い
た
の
は
、
慶
応
大
学
理
工
学
部
の
伊
香
賀

い

か

が

俊
治
教
授
（
建
築
環
境
工
学
）
だ
。 

 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
２
０
１
８
年
11
月
、
「
住
宅
と
健
康
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
出
し
、
寒
冷
な
季
節
の
最
低
室
温
と
し
て
18
度
以
上
を
確
保
す
る

よ
う
強
く
勧
告
し
た
。 

 

日
本
の
住
宅
は
ど
う
か
。
伊
香
賀
さ
ん
ら
建
築
の
専
門
家
や
医
師
、
建
設
会
社
な
ど
の
チ
ー
ム
は
全
国
約
２
１
９
０
軒
の
戸
建
て
を
調
べ
た
。
断
熱
改
修
前

の
住
宅
の
約
９
割
が
「
18
度
」
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

勧
告
の
①
ハ
イ
ケ
イ
に
は
世
界
的
な
高
齢
化
の
②
シ
ン
テ
ン
が
あ
る
。
高
齢
者
が
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
と
き
、
そ
の
家
が
寒
い
と
高
血
圧
に
よ
る

循
環
器
（
イ
）
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
か
ら
だ
。 

 

伊
香
賀
さ
ん
ら
は
住
人
た
ち
の
家
庭
で
の
血
圧
も
調
べ
た
。
断
熱
改
修
を
す
る
と
朝
の
最
高
血
圧
が
（
Ａ
）
有
意
に
下
が
っ
た
。
特
に
女
性
や
高
齢
者
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
勧
告
よ
り
も
高
い
室
温
22
～
25
度
が
良
い
と
わ
か
っ
た
。「
高
血
圧
・
循
環
器
疾
患
は
生
活
習
慣
病
で
も
あ
る
が
、
住
環
境
に
よ
る
『
生
活
環
境
病
』

と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
」
。
チ
ー
ム
は
昨
年
秋
の
国
際
高
血
圧
学
会
で
、
こ
う
提
案
し
た
。 

 

別
の
研
究
で
は
、
起
床
前
に
暖
房
を
③
キ
ド
ウ
さ
せ
て
部
屋
を
暖
め
る
こ
と
に
も
血
圧
上
昇
を
抑
え
る
効
果
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
住
宅
の
断
熱
性
能
が
劣

っ
て
い
れ
ば
暖
房
効
率
は
悪
く
、
止
め
る
と
す
ぐ
寒
く
な
る
。
光
熱
費
が
（
ウ
）
高
騰
す
る
中
、
断
熱
性
能
は
家
計
に
も
④
チ
ョ
ッ
ケ
ツ
す
る
。 

 

昨
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
建
築
物
省
エ
ネ
法
で
、
25
年
度
か
ら
は
住
宅
に
も
断
熱
性
能
が
義
務
化
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
対
象
は
新
築
住
宅
の
み
。
国
土
交
通

省
の
19
年
の
⑤
ス
イ
ケ
イ
で
は
、
既
存
住
宅
約
５
千
万
戸
の
う
ち
、
断
熱
性
能
が
義
務
化
で
求
め
ら
れ
る
水
準
を
満
た
す
の
は
１
割
余
り
に
と
ど
ま
る
。
既
存

住
宅
も
、
断
熱
改
修
を
本
格
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 
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同
僚
の
取
材
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
北
東
部
ポ
ツ
ダ
ム
で
は
、
高
齢
化
、
ス
ラ
ム
化
し
て
い
た
古
い
団
地
群
が
、
公
的
な
助
成
を
受
け
た
省
エ
ネ
改
修
で
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
断
熱
性
能
が
向
上
し
た
だ
け
で
な
く
、
若
い
世
代
の
転
入
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
は
、
こ
う
話
し
た
と
い
う
。 

 

「
暖
か
い
家
に
住
む
こ
と
は
基
本
的
人
権
で
す
」 

 

日
本
で
も
、
適
温
の
家
で
暮
ら
せ
る
こ
と
は
、
所
得
な
ど
個
人
の
経
済
的
事
情
で
（
Ｂ
）
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
手
が
届
く
も
の
で
あ
る
べ
き

だ
。
断
熱
性
能
が
い
い
家
は
、
地
球
環
境
に
も
や
さ
し
い
の
だ
か
ら
。 

（
寺
崎
省
子
「
健
康
リ
ス
ク
軽
減
」
、
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
三
年
二
月
二
八
日
夕
刊
に
よ
る
） 

承
認
番
号
（
２
６-

０
５
２
１
）  

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

ハ
イ
ケ
イ 

 
 

② 

シ
ン
テ
ン 

 
 

③ 

キ
ド
ウ 

 
 

④ 

チ
ョ
ッ
ケ
ツ 

 
 

⑤ 

ス
イ
ケ
イ 

（
ア
） 

契
機 

 
 

（
イ
） 

疾
患 

 
 

（
ウ
） 

高
騰 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  
 

（
Ａ
） 

有
意
に 
 

 

（
Ｂ
） 

左
右
さ
れ
る 

 
 

 
 

 

設
問
三 

本
文
中
の
伊
香
賀
教
授
ら
の
調
査
に
つ
い
て
ま
と
め
た
以
下
の
文
章
の
空
欄
（
１
）
に
は
適
切
な
数
字
を
、
空
欄
（
２
）
に
は
適
切
な
漢
字
一
字
を 

入
れ
な
さ
い
。 

 

２
０
２
２
年
に
伊
香
賀
教
授
ら
が
発
表
し
た
全
国
の
戸
建
て
住
宅
の
調
査
で
は
、
断
熱
改
修
未
実
施
住
宅
で
最
低
室
温
「
18
度
」
を
実
現
で
き
て 
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い
た
の
は
約
（
１
）
割
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
女
性
や
高
齢
者
に
適
し
た
室
温
は
、
さ
ら
に
（
２
）
い
22
～
25
度
だ
と
わ
か
っ
た
。 

 

設
問
四 
本
文
の
内
容
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。
空
欄
ａ
・
ｅ
に
は
適
切
な
数
字
を
、
空
欄
ｂ
～
ｄ
・
ｆ
に
は
適
切
な
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ 

住
宅
と
健
康
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
…
… 

 
 

 
 

 
 

寒
さ
対
策
＝
冬
季
の
最
低
室
温 

ａ 

度
以
上
確
保 

 
 

 
 

 
 

な
ぜ
な
ら
…
高
血
圧
に
よ
る
循
環
器
疾
患
の
リ
ス
ク
を 

 

ｂ 
 

た
め 

 

日
本
の
調
査
に
よ
る
と
…
… 

 
 

 
 

 
 

調
査
１
…
…
断
熱
改
修
で 

 
 

ｃ 
 

 
 

→ 

朝
の
最
高
血
圧
が
下
が
る 

 
 

 
 

 
 

調
査
２
…
…
起
床
前
に
暖
房
で
部
屋
を
暖
め
る 

→ 

血
圧
上
昇
の 

 
 

ｄ 
 

 

も
の
の
、
断
熱
性
能
が
優
れ
て
い
な
け
れ
ば
暖
房
効
率 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
悪
い 

 

住
宅
の
断
熱
性
能
を
高
め
る
必
要
性
…
… 

 
 

 
 

 
 

「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
住
宅
に
断
熱
性
能
が
義
務
化 

 
 

 
 

 
 

＊
た
だ
し
対
象
は
新
築
住
宅
の
み
。
既
存
住
宅
約
５
千
万
戸
の
う
ち 

ｅ 

割
以
上
は
義
務
化
が
求
め
る
水
準
を
満
た
さ
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

↓
↓ 

 
 

 
 

 
 

既
存
住
宅
に
お
け
る
断
熱
改
修
を
進
め
る
必
要
性 

 

参
考
・
ド
イ
ツ
の
例
…
… 

古
い
団
地
の
省
エ
ネ
改
修
実
施 

 

→ 
 

 

ｆ 
 

 
 

、
若
い
世
代
の
転
入
増
加 
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

虫
た
ち
に
は
何
の
落
ち
度
も
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
声
が
①
ニ
ガ
テ
だ
。
子
供
の
こ
ろ
、
８
月
の
お
盆
明
け
の
こ
ろ
聞
こ
え
る
と
、
母
親

が
つ
ぶ
や
い
た
。
「
夏
休
み
も
も
う
終
わ
り
や
な
」
。
宿
題
の
大
半
が
残
っ
て
い
る
。
あ
わ
て
て
取
り
か
か
り
、
だ
い
た
い
最
後
は
（
Ａ
）
夜
な
べ
に
な
っ
た
。 

 

２
０
１
８
年
、
学
習
塾
「
明
光
義
塾
」
が
小
学
５
年
～
中
学
３
年
ま
で
の
子
を
持
つ
保
護
者
６
０
０
人
に
、
子
供
が
前
年
の
夏
休
み
の
宿
題
に
ど
う
取
り
組

ん
だ
か
を
尋
ね
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
が
あ
る
。 

 

「
計
画
を
立
て
、
コ
ツ
コ
ツ
」
が
34
・
２
％
で
「
計
画
は
な
く
、
気
が
向
い
た
と
き
に
」
が
39
・
２
％
。
②
ア
ン
ガ
イ
ち
ゃ
ん
と
し
て
る
と
思
っ
た
が
、「
終

了
間
近
に
ま
と
め
て
」
（
15
・
７
％
）
と
「
夏
休
み
中
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
」
（
３
・
８
％
）
を
合
わ
せ
約
２
割
ギ
リ
ギ
リ
組
が
い
た
。 

 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

 

兵
庫
県
立
大
准
教
授
の
黒
川
博
文
さ
ん
（
34
）
（
行
動
経
済
学
）
ら
は
16
年
、
あ
る
会
社
の
協
力
を
得
て
労
働
時
間
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
回
答
者
は

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
１
４
６
人
。
性
格
な
ど
個
人
の
特
性
を
尋
ね
る
中
で
、
子
供
の
こ
ろ
の
夏
休
み
の
宿
題
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。 

 

残
業
時
間
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
夏
休
み
の
宿
題
を
遅
く
や
っ
た
人
ほ
ど
、
午
後
10
時
以
降
の
深
夜
残
業
時
間
が
長
か
っ
た
と
い
う
。
「
宿
題
を
す
る
の

が
遅
い
と
い
う
の
は
、
努
力
を
後
回
し
に
し
、
楽
し
い
こ
と
を
優
先
す
る
こ
と
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
も
一
部
、
そ
う
し
た
後
回
し
の
傾
向
が
残
る
の
で
は
」

と
、
黒
川
さ
ん
。
残
業
の
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
深
夜
に
こ
の
③
ゲ
ン
コ
ウ
を
書
き
な
が
ら
（
Ｂ
）
身
に
つ
ま
さ
れ
た
。 

 

「
も
ち
ろ
ん
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
の
時
点
で
、
つ
い
後
回
し
に
す
る
自
分
の
（
ア
）
癖
に
気
付
き
、
工
夫
し
て
乗
り
越

え
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
気
付
く
こ
と
で
す
」
。
あ
あ
。
失
敗
か
ら
学
ば
ず
毎
年
目
標
だ
け
は
高
か
っ
た
あ
の
子
供
は
、
今
の
自
分
と
間
違
い

な
く
ひ
と
続
き
だ
。 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

 

き
ょ
う
が
21
日
。
ま
だ
宿
題
を
追
い
込
み
中
の
人
が
、
こ
れ
か
ら
で
き
る
工
夫
は
な
い
か
、
黒
川
さ
ん
に
尋
ね
た
。 

 

「
『
来
週
ま
で
に
50
ペ
ー
ジ
』
と
い
っ
た
（
イ
）
漠
然
と
し
た
目
標
だ
け
で
は
な
く
『
毎
日
５
ペ
ー
ジ
』
の
よ
う
に
、
具
体
的
に
で
き
る
範
囲
の
目
標
を
設
定

す
る
と
④
タ
ッ
セ
イ
し
や
す
い
。
強
め
の
方
法
だ
と
、
ス
マ
ホ
を
家
に
置
い
て
図
書
館
に
行
き
、
宿
題
し
か
で
き
な
い
状
況
を
作
る
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
」 
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自
由
研
究
や
工
作
な
ど
は
「
こ
の
テ
ー
マ
に
す
る
」
と
、
決
め
な
い
と
始
ま
ら
な
い
の
で
さ
ら
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。 

 

「
い
き
な
り
『
ア
イ
デ
ア
を
出
す
』
と
い
う
の
は
大
変
で
す
。
５
分
で
も
、
と
に
か
く
何
か
を
書
い
て
み
る
と
こ
ろ
か
ら
、
で
ど
う
で
し
ょ
う
」 

 
 

 
＊ 

 
 

＊ 
 

 

＊ 

 

周
囲
を
見
回
せ
ば
、
そ
っ
と
応
援
し
て
く
れ
る
専
門
家
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
東
京
都
杉
並
区
立
高
井
戸
図
書
館
は
、
感
想
文
が
書
き
や
す
そ

う
な
本
を
選
び
、
小
学
生
向
け
の
小
さ
な
「
夏
休
み
の
宿
題
お
助
け
コ
ー
ナ
ー
」
を
作
っ
た
。 

 

何
を
読
ん
だ
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
子
供
に
は
、
⑤
シ
シ
ョ
が
「
何
が
好
き
？
」
と
尋
ね
、
「
犬
」
「
サ
ッ
カ
ー
」
な
ど
、
そ
の
子
の
興
味
を
も
と
に
本
を
案

内
す
る
。
館
長
代
理
の
中
嶋
正
子
さ
ん
は
「
お
話
の
本
だ
と
最
後
ま
で
読
み
切
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
科
学
も
の
の
本
な
ら
、
自
分
が
興
味
の
あ

る
部
分
だ
け
と
い
う
読
み
方
も
で
き
ま
す
」 

 

川
崎
市
教
委
の
「
地
名
資
料
室
」
で
自
由
研
究
の
相
談
に
乗
る
榊
原
誠
さ
ん
（
69
）
は
、
元
、
小
学
校
の
先
生
。
こ
の
夏
訪
ね
て
き
た
約
30
人
の
う
ち
、
半

分
以
上
は
、
テ
ー
マ
か
ら
一
緒
に
考
え
た
と
い
う
。
や
は
り
、
「
何
に
興
味
が
あ
る
の
？
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。 

 

「
好
き
」
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
の
は
貴
重
な
時
間
だ
。
２
学
期
が
来
て
忘
れ
て
も
、（
ウ
）
後
年
ふ
と
思
い
出
し
励
ま
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
で
「
計

画
的
に
で
き
な
い
自
分
」
に
気
付
く
な
ら
、
そ
れ
も
ま
た
収
穫
だ
ろ
う
…
…
と
か
偉
そ
う
に
。 

（
森
川
暁
子
「
自
分
に
気
づ
け
る
夏
休
み
の
宿
題
」
、
『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
二
年
八
月
二
一
日
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

ニ
ガ
テ 
 

 

② 

ア
ン
ガ
イ 

 
 

③ 

ゲ
ン
コ
ウ 

 
 

④ 
タ
ッ
セ
イ 

 
 

⑤ 

シ
シ
ョ 

（
ア
） 

癖 
 

 

（
イ
） 

漠
然 

 
 

（
ウ
） 

後
年 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 
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（
Ａ
） 

夜
な
べ 

 
 

（
Ｂ
） 

身
に
つ
ま
さ
れ
（
る
） 

 

設
問
三 
本
文
の
記
述
を
も
と
に
、
次
の
文
章
の
空
欄
（
１
）
・
（
２
）
・
（
４
）
に
適
切
な
数
字
を
、
空
欄
（
３
）
に
は
左
記
の
語
群
か
ら
適
切
な
語
を
選
ん
で 

そ
の
記
号
を
、
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 

２
０
１
８
年
に
学
習
塾
が
行
っ
た
保
護
者
に
対
す
る
調
査
で
、（
１
）
分
の
１
強
の
子
供
が
計
画
的
に
夏
休
み
の
宿
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
さ 

ら
に
（
２
）
割
近
い
子
供
は
無
計
画
な
が
ら
間
に
合
う
よ
う
に
進
め
て
い
る
こ
と
に
、
筆
者
は
少
し 

（
３
） 

つ
つ
も
、
子
供
時
代
の
筆
者
と
同
様 

の
ギ
リ
ギ
リ
組
が
全
体
の
（
４
）
分
の
１
ほ
ど
い
た
こ
と
に
、
や
は
り
…
…
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

語
群
…
… 

㋐
惑
い 

 

㋑
喜
び 

 

㋒
驚
き 

 

㋓
憂
い 

 

㋔
疑
い 

 
 

 
 

設
問
四 

本
文
の
内
容
を
も
と
に
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。
空
欄
ａ
～
ｄ
に
、
適
切
な
言
葉
を
自
分
な
り
に
考
え
て
入
れ
な
さ
い
。
な
お
ｂ
と
ｃ
は
順 

序
を
問
わ
な
い
。 

 
 

 
 

子
供
の
頃
に
夏
休
み
の
宿
題
を
遅
く
な
っ
て
か
ら
や
る
タ
イ
プ
は
…
… 

 
 

 
 

 

＝
努
力
は
後
回
し
（
←
楽
し
い
こ
と
を
優
先
） 

 
 

 
 

 
 

こ
の
傾
向
は
、
後
々
に
残
り
が
ち 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

 
 

大
人
に
な
っ
て
…
…
深
夜
残
業
時
間
が
長
い 

こ
の
状
態
を
打
破
す
る
に
は
…
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ａ 
 

 
 

 

に
気
づ
く
こ
と
が
重
要 
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宿
題
に
取
り
組
む
工
夫
…
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｃ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

（
自
由
研
究
な
ど
は
…
…
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｄ 
 

 
 

 
 

 
 

そ
こ
か
ら
テ
ー
マ
な
ど
を
決
め
て
い
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


